様式第H-11号(第１６条関係)
	受付年月日
	審査年月日
	審査結果

	
	
	


耐熱形漏えい同軸ケーブル等型式評定の軽補正申請書

年 　月 　 日
　一般社団法人電線総合技術センター会長殿
住所；
申請者名；
担当責任者氏名（役職名・氏名及び電話番号）
印
下記の評定品について、下記のとおり軽補正を申請します。
記
１．評定年月日；
２．評定の有効期限；
３．評定番号；　
４．品名（該当するものに☑してください。）
□耐熱形漏えい同軸ケーブル
□耐熱形同軸ケーブル
５．軽補正の内容
（１）軽補正の内容について次の該当するものに☑をしてください（複数可）。また、括弧内に理由を書いてください。
□　型式区分内のサイズの追加又は削除
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
· 絶縁体又はシースの主材料以外の材質変更（添加物等による防鼠性を高める等の材質変更に限る。）
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□　評定に係る工場又は事業場の品質管理体制の変更
   (                                          )
□　その他
　  （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（２）型式区分内のサイズの追加又は削除に☑した場合には、次の表を記入してください（追加の場合、追加分のみ記載）。
　　①現行と軽補正後の比較
	
	内部導体
外径（㎜）
	外部導体
外径（㎜）
	耐熱層厚さ（㎜）
	仕上　外径
(ｹｰﾌﾞﾙ部)（㎜）

	
	
	
	（１）
	（２）
	（３）
	

	現行
	
	
	
	
	
	

	軽補正後
	
	
	
	
	
	


②現行と軽補正後の比較構造図例
	現行
	構造図例を記載

	軽補正後
	構造図例を記載


（３）絶縁体又はシースの主材料以外の材質変更（添加物等による防鼠性を高める等の材質変更に限る。）又はその他に☑した場合には、次に表に現行と軽補正後の内容を箇条書文及び図で説明してください。
	現行
	箇条書文及び図で説明

	軽補正後
	箇条書文及び図で説明


 (４) 評定に係る工場又は事業場の品質管理体制の変更に☑をした場合には、製造設備、検査設備、製造工程又は品質管理の方法の変更した以下の内容の書類(現行・軽補正後)を添付してください。
①製造設備
（現行）
	工程名
	製造設備
	製造者
	製造年月
	主仕様
	台数

	
	
	
	
	
	


（軽補正後）
	工程名
	製造設備
	製造者
	製造年月
	主仕様
	台数


	
	
	
	
	
	


②検査設備
（現行）
	検査設備名
	製造者
	製造年月
	主仕様
	台数

	
	
	
	
	


（軽補正後）
	検査設備名
	製造者
	製造年月
	主仕様
	台数

	
	
	
	
	


③製造工程及び品質管理の概要
（現行）
	工程図
	工程名
	管理項目
	測定機器
	記録
	検査方法
	実施部門

	
	
	
	
	
	
	


（軽補正後）
	工程図
	工程名
	管理項目
	測定機器
	記録
	検査方法
	実施部門

	
	
	
	
	
	
	


６．添付資料
（１）別紙様式の試験成績表
なお、型式区分内のサイズの追加又は削除に係る申請の場合には、試験成績表の添付は不要です。
（２）評定証書（写1部）及び過去に軽補正をしたことがある場合には、その全ての軽補正についてセンターの承認印及び承認年月日が押印された軽補正申請書(写1部)
(別紙様式) 試験成績表（耐熱形漏えい同軸ケーブル等軽補正用）
	１．試験実施者
	

	２．試験実施日
	

	３．検定炉（又は調整炉）番号
	（センターで実施した場合はセンターと記入）

	４．検定炉（又は調整炉）の認定有効期限
	（センターで実施した場合は記入不要）


　

５．試験結果
	試験項目
	評定規格
	試験結果

	構造
	内部導体外径                        ㎜
	
	

	
	耐熱層の厚さ
	(1)　　　　　　　　 ㎜
	
	

	
	
	(2)　　　　　　　   ㎜
	
	

	
	
	(3)　　　 　　　  　㎜
	
	

	
	絶縁体外径　　　　　　　　　　  　  ㎜
	
	

	
	外部導体外径　　　　　　　　　　  　㎜
	
	

	
	シース厚さ　　　　　　　             ㎜
	
	

	
	仕　上　外　径(約)　　              ㎜
	
	

	電気特性
	導体抵抗　　　　　　　　　　　　  Ω/km
	
	

	
	絶縁抵抗（内部導体-外部導体間）             MΩ
	
	

	
	耐電圧（内部導体-外部導体間）             V/1分
	
	

	
	特性インピーダンス                  Ω
	
	

	
	減衰量　　　　　　　　　　　　　dB/km
	
	

	
	結合損失　　　　　　　　　　　　　dB
	
	

	物理特性
	絶縁体及びシースの引張り

	シース
	引張強さMPa
	
	

	
	
	
	伸び     %
	
	

	
	
	絶縁体
	引張強さMPa
	
	

	
	
	
	伸び     %
	
	

	
	加熱後の残率

	シース
	引張強さ %
	
	

	
	
	
	伸び     %
	
	

	
	
	絶縁体
	引張強さ %
	
	

	
	
	
	伸び     %
	
	

	
	難燃
	60秒以内に自然に消火すること
	

	耐熱特性
	絶縁抵抗
	加熱前　　　　　  MΩ
	≧100
	
	

	
	
	加熱30分　　　　 MΩ
	≧0.4
	
	

	
	絶縁耐力
	加熱前　　　　　V/1分
	1000
	
	

	
	
	加熱中　　　　　V/30分
	600
	
	

	
	燃焼性　　　　　　　　　　　　　　mm
	＜150
	
	

	
	電圧定在波比
	150MHz
	加熱前
	1.5 ≧
	
	

	
	
	
	加熱終了後
	5.0 ≧
	
	

	
	
	260MHz
	加熱前
	1.5 ≧
	
	

	
	
	
	加熱終了後
	5.0 ≧
	
	

	
	
	400MHz
	加熱前
	1.5 ≧
	
	

	
	
	
	加熱終了後
	5.0 ≧
	
	


注）耐熱特性は、検定炉又は調整炉で測定したものに限る。
